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1. 研究背景・目的 

高齢化等による医療費の膨張に伴い，特定の

タンパク質を検出できるバイオセンサの需要

が近年高まっている. これを受けて，当研究室

では生産性に優れる SOI(Silicon-On-Insulator)

を用いた光屈折率センサ[1]を対象に扱い，簡

易な測定系で高精度な測定をおこなえるデバ

イスの設計・製作をおこなっている. 本研究で

は，新たな共振器構造として矩形共振器を導入

し，デバイスの構造を簡略化するとともに，矩

形共振器の広いセンシング面積と，エバネッセ

ント領域の大きい TM モードの光を利用する

ことで高感度化を狙った設計をした. 

2. デバイスの動作原理 

Figure.1に矩形共振器の概要図を示す.  

 

Fig 1. rectangle cavity sensor 

導波路に入射した共振波長の光は，エバネッ

セントカップリングによって矩形共振器と結

合し，交差側の 2つのポートから出射される[2]. 

それに対し，共振波長でない光は共振器と結合

せず直進ポートから出力される. よって，直進

側のポートで dipとなり，交差側のポートでピ

ークとなる波長特性が得られる. 矩形共振器

をサンプルで被覆させ, そのサンプルの屈折

率を変化させることにより，共振波長が変化す

る. 屈折率変化と共振波長変化の間に線形性

が確認できれば屈折率センサとして機能する.  

3. シミュレーション結果 

FDTD 法による 3D シミュレーションによっ

て，光屈折率センサの設計およびその動作確認

をおこなった. 矩形共振器の大きさは 5µm×

5µmに設定し，導波路の幅は 400 nmとし，共

振器と導波路の間隔は 200nm，導波路および共

振器の高さは全て 250 nmとした. サンプルの

屈折率を 1.33として，TMモードを入射した波

長特性のグラフを Figure.2 に示す. 

 

Fig.2. spectral response of rectangle cavity(TM) 

シミュレーション結果より，2つの交差側ポ

ートのピークと直進側ポートのdipが対応して

いるλ=1.468 µm, 1.542 µm の波長で共振が

起こっていると見られる. また，サンプルの屈

折率のみを 1.33から 1.35まで 0.01ずつ変化さ

せて同様にシミュレーションをおこない，共振

波長の変化を読み取とって，センサの動作を確

認した. λ=1.542 µmの共振波長について，感

度は 125 nm/RIU , Q値は 499となった. 当日は

TE モードと TM モードを入射した場合を比較

し，高感度化に適した構造について詳しく検討

し報告する.  
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